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1　 序
　現 代の 日本社会は変化が 大き く、人 々 の 意識の 変化 も大 きくて、結婚 と人 々 の 結婚観に も変
化が見 られ る。す なわ ち、結婚 は女性 に と っ て重要な もの で あ り、女性が 最 も関心 を持つ こ と
の 1つ で あるが、女性の 結婚年齢が徐々 に上昇 して来て、平均初婚年齢が 25歳代後半 にな り、ω
結婚 の 形態や タイプ は周知 の ように恋愛結婚が 圧倒的に 多 くな っ て 来て い る。女性が結婚 を希
望 す る理由に大 きな変化が 見 られ、最近で は シ ン グ ル 志向 も増 えて来て い る 。 総理府が継続的
に行 っ て来て い る女性 に関す る世論調査 で は、結婚希望の 理由 と して 「女性 の幸福 は結婚 に あ
るの だ か ら結婚 した方が よ い 」と い う考 えが減 っ て来て 、20歳以上24歳以下 の女性の 場合、1987
年で は 、 25．2％の 人 しか支持 して い ず 、 「精神的に も経 済的 に も安定 す る の で結婚 し た 方が よい 」
と い う考 えが最も多く33．3％を占め て い る。働 く女性が 多 くなっ て 来て い る こ とを背景に して、
「一人立 ちで きれば あえて 結婚 しな くて もよい 」 とい う考えも増えて い て、31．9％を占め て い る。 
　 そ こ で 、 現 代の 日本の女 子 の 短大生 の 結婚観 を調査研究する こ とに した 。 女子の 短大生は 、
4 年制 の 女子大生 と比 べ て結婚希望 の 人の 比率が高い の で あるが、 と くに結婚相手すなわち配
偶者の 選 択 条件は どの よ うな条件が 重視 され て い るか と い うこ と、そして そ の よ うな選択条件
相互の 関連性 は ど の よ うに な っ て い るか と い うこ と等を探究す るため の 意識調査 を行 っ た 。 詫
摩武俊 （1973）、朝 日新聞社 （1976）、NHK 放送世論調査所 （1977）、黒 田 ・大鹿 （1985）な ど
今 まで に行 われ て 来た、配偶者 の 選 択条件に 関す る調査研究 を参考 に して、次の ような19の 選
択条件 を選 んだ 。
　 1 性格、 2 愛情、 3 健康、 4 収入、 5 顔立 ち・容貌 、 6 身長 ・ス タイ ル 、 7 職業（相手
　 の 職業）、 8 学歴 、 9 将来性 、 10 頭 の 良さ 、 11 年齢の バ ラ ン ス 、12 趣味 の 一致 、 13 成育
　 環境の 類似、14 両親の 賛成、15 価値観の 類似、16 家柄 （相 手の家柄）、17 財産 （相手の家の
　 財産）、18 宗教 の 一致、19 性的魅力
　 以上 の よ うな19の 配偶者の 選択条件 に 関 して、それ ぞれ ど の 程 度重視 するか を聞く調 査 を行
っ た 。 こ の 調査研 究の 仮説は次の ようなもの で ある 。
　 1． 「愛情」 と 「性格 」 お よび 「健康」 とい う結婚相手に直接関係の ある条件 は、ほ とん ど の
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人 が 重視 する 。
「収入」 は結婚生活で 基本的に重要で ある の で重視する人が 多い 。
「両親 の 賛成」 と い う条件 は、女子が男子よ りもず っ と重視す る条件で ある と思わ れ る の
で 、重視す る人 が 多い 。
「家柄 」 や 「財産」 とい う条件 は、恋愛結婚希望の 人が圧倒 的に多い の で、あま り重視 さ
れ ない 。
「宗教の 一致 」 とい う条件は 、 現代 の 日本の 女子短大生で は、ほ とんど重視 されない 。
異性 の 友人、 とくに結婚 を前提 として付 き合 っ て い る異性の 友人や恋人が い る人 と、そ
れ以外 の 人 とは 、 配偶者の 選 択条件で 違 い が 比較的明確 に見 られ る。
2　 調査研 究の 概要
　調査対象は女子の 短大生1200人で ある。兵庫県内の 阪神 間の 私立の 短大生で ある 。
　調査時期 は昭和 61 （1986）年 の 11月か ら12月 に か け て で ある 。
　調査法は集合調査 で ある 。 講義や 演習及び 実習の 授業中や休 憩時間中に調査票を配 布 して調
査 を行 っ た。
　調査票は 、先述の 19の 配偶者 の選択条件 それ ぞれ に つ い て 、 どの 程 度重視するか否か を調べ
る質問 を中心に 、 希望の 結婚の タイプや異性の 友人な ど に 関する質 問か ら成 り立 っ て い る。各
選択条件 を重視す るか しない か の 程度 は、 4 段階で調べ た。 4段 階 とは、1．非常に重視する、
2．重視 す る、3．あま り重視 しな い 、 4．ほ とん ど重視 しな い 、で ある 。
　1200の 調査票 を配布 して 、1200弱回収で きた が 、記入漏れや 記入 ミス が約 1割強 あっ た の で、
1046票 を集計と分 析に用 い た。
　 1 回生 が 524票で 2 回生が 522票で ある 。
　学科 構成は 、家政学科 が 24，4％、児童教育学科が 40．3％、英文学科が 20．0％お よび 美術科 が
15．3％で ある。なお 、全国の 女子の 短大の 学生の 学科構成 にお い て約 5，5％程度 を占め る保健 ・
医療関係の 学科 の 学生 は含 まれて い な い 。
（3）
3　 調 査結果 とその 分析
　現代の 女子短大生の結婚観に関す る調査結果 とその分 析につ い て論 じて い くが 、とくに配偶
者の選択条件 に 関す る調査結果 と数量化理論皿類や クラス ター分析 など の 多変量解析法を用 い
た分析結果 に つ い て 詳 しく論 じて行 く。
　まず、希望 の 結婚 の 形態や タイプ に関す る調査結果 は表一 1で 示 され る 。
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表一 1　 希望の結婚の 形態
結婚 の 形態 1、2回生 1回生 2 回生
恋 愛結婚 60．6％ 62．2％ 59．0％
恋愛 で も見合 い で
もどちらで もよい
33．2 30．3 36，0
見合 い 結婚 2．4 2．5 2．3
そ の 他 （結婚する









　「恋愛結婚を した い 」 人が 60．6％で あ り、「恋愛で も見合 い で もどち らで もよい 」 人が 33．2％
と約 3分 の 1 で ある 。 は っ き りと 「見合 い 結婚 を希望す る」 人は2．4％ しか い な い 。 1回生 と 2
回生 とで は ほ とん ど違 い が な く、 どちらも恋愛結婚 を希望する人が 約 6 割で ある 。 見合 い 結婚
は、約 3分 の 1 の 人が支持 して い るが、こ れは現 代の 日本の 見合 い結婚は 、仲介者が結婚相手
を互 い に 紹介する い わ ゆ る最初 の お見合 い の 後で 、交際をして性格や 考 え方などを知 っ て気に
入 っ て か ら結婚 する ようなプ ロ セ ス をとっ て い るか らで ある と思われ る。現代の お見合 い は、
戦前 まで の ような、本人ど うしの 意志 が尊重され ない 他律的なお見合 い で はな くな っ て い て 、
最近で は コ ン ピ ュ ーターを利 用 して結婚相手を探す結婚情報サ
ービ ス会社を仲介とす る見合 い
結婚が 増 えて い る 。 なお 「結婚す るつ もりが な い 」 人は 3．8％ で あ る 。
　現代の 日本で は、図一 1 で明 らか の ように、若 い 夫婦 ほ ど恋愛結婚の 比率が高い の で あ り、
女子短大生の 親 の世代で は 、恋 愛結婚 と見合 い 結婚 の 比率 は同程度で ある ，
　女子の 短大生 の 結婚相手 を選ぶ 条件つ まり配偶者の選 択条件に つ い て調査 し た 結果が 表一 2
で 示 され る。 こ の 表 は 19の 選択条件それ ぞれ に つ い て重視す る か しない か の程度を調 べ た結果
を表 に した もの で あ り、 重視する比率の 高い 順 に選択条件 を並べ て ある。
　 1、 2 回生では 、配偶者の 選択条件で重視する人 の 比率が最 も高 い の は、「愛情 」 とい う条件
であ り、その 比率が 98．8％ と100％に近 い 。互 い の 愛情や一方の 強 い 愛情を最も重視 して い る 。
「非常に重視 する 」 人は 78．9％、「重視する」 人が 19．9％で ある。
　 2番 目は、「性格 」 とい う条件で あ り、重視す る人の 比率 が 「愛情」 とほ とん どかわ らず98．7
％ と非常に高 い 。相手の 性格や互 い の性格の 相性 を重視す る人が非常に 多 い 。
「性格 」 を 「非常
に重視す る 」 人は 82．1％ と 「愛情」 の 場合 よ りも高い 。
「重視する」 人 は 16．6％で ある。
　 3番 目は 「健康 」 で あ り、96。8％の 人が重 視 して い る。こ の 「愛情 」 「性格 」 そ して 「健康」
は、配偶者の 選択に際し 、 ほ とん どの 人が 重視 して い る 。
　 4 番 目は、「収入 」であ り、87．9％の 人が相 手 の 収入 を重視 して い る。結 婚生活で は生活費の
占め る比重が 大 きい の で 、 収 入 が重視 され て い る。
　 5番 目は 「将来性 」 つ まり相 手の 将来性 とい う条件で、84．7％の 人が 重視 して い る 。
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　 6番 目は 、「両親 の 賛成 」 とい う条件 で あ り、79．6％と80％弱 の 人 が 重視 して い る 。 両親の 賛
成が得 られ な い と結婚を思 い とどまる人が 多い こ とに なる。
　 7 番 目は 、「頭の 良さ」 とい う条件で あ り、77．3％の 人が重視 して い る。
　 8 番 目は 、「職業 」 とい う条件、つ ま り相手の 職業が どん な職業 で あるか と い うこ とで あり、
75．7％の 人 が重視 して い る。
　 9番目は、「価値観の 類似 」 すなわち い ろ ん な価値 （＝ 望 まし い もの ）の 優劣 に つ い て の 考
えが似て い るこ と、とい う条件で あ り、 71．8％の 人が重視して い る 。 こ の E：　」に価値観 を重視
する人の 比 率が比較的高い の は 、 同一世代で も価値観の 多様化が 大 きい 状況 が その 理 由の 1 つ
で ある と考 えられ る 。
　10番 目は 、 「身長 ・ス タイル 」 とい う条件で あ り、62．6％の 人が重視 して い る。 「顔立 ち ・容
貌 」 と い う条件 は、「身長 ・ス タイ ル 」 に つ い で 、11番 目で あ り、54．9％の 人が重視 して い る 。
　50％以上の 人が 重視 して い る条件は 、 合計13で あり、 13番目は 「学歴 」 で 、その 比 率は 51．2
％で ある 。 「学歴 」 を重視 しな い 人 は 48．9％ もい る 。
　他 方、「家柄 」 や 「財産」 は あまり重視 されて い ず、相手の 家柄を重視 しない 人が 64．2％ もい
る 。 同様 に 、相 手の 家の 財産 を重視 しな い 人が 77．0％ もい る。
　 19の 選択条件の 中で最 も重視 されて い ない 条件 は、「宗教の 一致」 とい う条件で あり、 18．4％
の 人 しか 重視 して い ない 。 重 視 しな い 人が 81．6％もい る 。 「宗教の 一致 」 とい う条件 を 「非常 に
重視す る」 人が 4．8％、「重視 す る」 人が 13．6％であ る 。 「宗教 の 一致 」 と い う条件 を 「非常に 重
視する」人の 宗教観 を調べ てみ る と、約30％の 人 が特定の 宗教 を信 じて い た 。 （1 、 2 回生全体
で は 10％ の 人 が特定 の 宗教 を信 じて い る。）
　 1回生に つ い て み て み る と、表一 3 で 明 らか な よ うに 1 、 2 回生全体 の 傾 向 とよく似て い て 、
1番か ら 5番まで の 順位 は 同 じで ある。 6番 目が 「職業 」 とい う条件で 77，1％の 人が重視して
い る。12番 目の 「学歴 」 と い う条件 が 50．5％ と半分 以上 の 人 が重視 して い る。他方、「家柄 」、
「財産 」 及 び 「宗教の 一致 」 とい う条件 は あま り重視 されて い ない 。
　 2回生 につ い て み ると、表一 4の ように、重視する人 の 比率が 「性格 」 と 「愛情」 が と もに
98．7％と同率で あるが、「性格 」 を 「非常 に 重視する 」 人の 比 率が 83．0％で 、「愛情」 を 「非常
に重視す る 」 人の 比率 79．2％ よりも高 い 。
　 3番 目は 「健康 」 で96．7％の 入 が重視 して い る 。 4 番 目の 「収入 」 か ら：LO番 目の 「身長 ・ス
タイル 1 まで の 順位 は i、 2 回生全体 の 場合 と同 じで あるが 、 6番 目の 「両親 の 賛成 」 と い う
条件 は、「非常 に 重視 する 」 人 の 比率が 5番 目の 「将来性 」 条件 よ りも高 く、31％の 人が 「非常
に重視 」 し、重視す る人の 比率が 83．7％と高 い 。
　 「財産 」 と 「宗教の 一致 」 と い う条件 はあ まり重視 されて い ない 。 「家柄 亅 とい う条件は 1回
生 よ りも少 し重視す る人の 比率が高 く、38．3％の 人 が重視 して い る が 、 重視 して い な い 人 が 約
6 割の 61．7％で あ る 。
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　つ ぎに学科 ・専攻別 に重視され る選択条件 を見て み ると、クロ ス 集計表の 表一 5 で 明 らか な
よ うに、ど の 学科 ・専攻 も 「愛情」 「性格 」 そ して 「健康 」 と い う3 条件をほ とん どすべ て の 人
が重視 して い る 。




家 政 学 科
家 政 専 攻
家 政 学 科
服飾デザイン 専攻
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両 親 の 賛成
　84．9％














































































































































年齢の バ ラン ス
　 36．3％































年齢の バ ラン ス
　 46．4％

























































　家政学科 ・食物栄養専攻は 、 「両 親 の 賛成 」 とい う条件を重視する 人が 多く、その 比 率が 90．4
％で 4番目であ り、 「収入 」 よりも重視 して い る 。
　児童教育学科・初等教育 コ ース も食物栄養専攻 と同 じ傾向で あ り、「両親 の賛成 」 と い う条件
を 「収入 」 よ りも重視 して い る。
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　英文学科は 、 「将来性 」 とい う条件 を重視する人の 比率が 91．4％ と非常 に高 く 4 番 目であ る 。
　美術科は 、 「頭 の 良 さ」 と い う条件を重視する人 の 比率が 81．9％と高 く、 4 番 目で あ り、「収
入 」 を重視す る人 の 比率が 78．7％で 6 番目である 。
　 さ らに 、 配偶者の 選択条件 に大 きな関連性が あると想定 される、異性の 友人 とくに 「結婚 を
前提 と して付 き合 っ て い る異性 の 友人や恋人 」 の 有無 とい う要 因 と選 択条件との 間の 関連性 を
調 べ て み た 。 結婚 を前提 として付 き合 っ て い る男性や恋人が い る人は、それ 以外 の 人 と比 べ て、
結婚 をより具体的な もの と して認識 して い る と考え られ る 。
　表一 6 は 「結婚 を前提 として付 き合 っ て い る友人や恋 人が い る」 人 （全体 の 10．1％）が配偶
者の 選択 にお い て重視する条件で ある 。 重視する順位や比率は、 1、 2回生全体 で の順位や比
率 と大 き くは違 っ て い な い が、「愛情」 と い う条件 を 「非常に重視する 」 人 の 比率が 93．4％ と非
常に高 く、 「重視する人 の 合計」が 99．1％で第 1位 で ある 。 こ の 「非常に重視する 」人 の 比率 93．4
％ と、それ以外の 人、すなわち「異性の 友人が い る （が 結婚 を前提に して付 き合 っ て は い な い ）」
入 （全体の 77．6％）や 「異性の 友人の い な い 人」 （全体の 12．3％）の 「非常に重視する」 人の 比
率 77．3％ と の 間の 比率の 差 の 検定 をした と こ ろ、 1 ％ の 危険率で有意 な差が あ っ た 。 したが っ
て 、「結婚 を前提 と して付 き合 っ て い る友人や恋 人が い る 」 人 は、「愛情」 とい う条件を 「非常
に重視する 」 人の 比 率が それ 以外 の 人 と比 べ てか な り高 い とい える 。
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　「結 婚を前提 として付 き合 っ て い る友人や恋 人が い る」人が重視す る比 率が 2番 目に 高 い 条件
は、「健康 」 とい う条件で ある。 「非常に重視す る」 人 の 比率はや は り 3番 1目の 「性格 」 条件の
方が か なり高 い 。 「将来性 （相手の 将来性）」 が 4 番 目に 重視 さ れ て 、「収入 （相手の 収入）」 と
い う条件 よ りもよ り重視 されて い る 。 さらに 「性的魅力 」 とい う条件を重視する人 の 比率が 58．5
％ と60％弱で全体で の 45．9％ と比べ て か な り高 く10番 目で あ り、「異性 の 友人の い な い 」人や 「異
性の 友人が い る （が 結婚 を前提 に しては付 き合 っ て い な い ）」 人達 の 、こ の 条件 を重視 する人の
比率44．3％ と比 べ て、か な り高 い 。 そ こ で 、こ の 比率の 差の 検定 をした ところ 、 1％の危険率
で有意 な差が あ っ た。したが っ て、「結婚 を前提 として付 き合 っ て い る友 人や恋人が い る人 」は、
それ以外の 人 と比べ て、 「性的魅力 」 とい う条件 を重視す る程度が 高 い とい える。
　こ の よ うな現代の 日本社会 に おけ る女子 の 短大生の 配偶者の選択条件に つ い て の 考えを奥深
く精緻に分 析す る た め に 、 数量化理 論 lll類 とい う多変量解析法を用 い て 分析 した 。 数量化理 論
In類 は 3つ 以上の カ テ ゴ リーに 対する個体の 反応パ ター ン を数理 的に分 析 し、 各カ テ ゴ リーの
数量化値 を算出す る。そ して 、各 カテゴ リーの 数量化値 を 2 次元的に図示 する。 2 次元の グラ
フ に お い て は 、反応 パ ター ン の 類似 し た カ テ ゴ リーが近 くに位置 し 、 似て い な い カ テ ゴ リーは
遠 く離れ 、 類似 した カテ ゴ リーが群 をなすの で ある。
　図一 2 は 1、 2回生全体 で の 配偶者の 選択 条件の 数量化理論 III類 に よる解析結果 をグラ フ に
した もの で ある 。
　 1の 「性格 」 と 2 の 「愛情 」 は非常 に近 くに位置 し非常 に似て い る こ とを示 して い る 。 4 の
「収入 」 と 9の 「将 来性 」 お よび 10の 「頭 の 良さ 」 が近 くに位置 し、互 い に 似た条件で ある こ と
を示 して い る 。 4 の 「収 入 」 と17の 「財産 （相手の 家の 財産）」 とは か な り雛れ て い て ほ とん ど
似て い ない 条件で ある とい える 。
　 5 の 「顔立 ち ・容貌 」 と 6 の 「身長 ・ス タ イル 」 は近 くに位置 し、互 い に似 た 条件で ある こ
とを示 して い る 。 17の 「財産 （相手の 家の 財産）」 は 1の 「性格 」 や 2 の 「愛情」 条件 と遠 く離
れ た対照的な位置 にあ り、「財産 」 とい う条件 と 「性格 」 や 「愛情 」 とい う条件が 非常 に 異質で
ある こ とを示 して い る 。 18の 「宗教の 一致 」 とい う条件は他の 18の条件の どれ と も遠 く離れ．て
い て 、最も異質な条件で ある こ と が わか る 。
　こ の よ うな19の 配偶者の 選択条件の 中の 類似 した条件の 群 を明確に分 析するため に 、 クラス
ター分 析を行 っ た。クラ ス ター分 析 とくに階層的クラス ター分析 は、項 目や個体 の 間の 類似性
に関するデータが得 られて い る場合 に、類似 した項 目や個体 同士 を併合 して、 い くつ か の群 、
すなわち ク ラ ス ターに ま とめて い く多変量解析法で ある。
　 ウ ォ ー ド法に よるクラス ター分析 を行 っ て解析 したデ ン ドロ グ ラム （樹状 の 分類構造図）が
図一 3で ある 。 （4） 図一 3 の 縦 軸 の 1 の とこ ろで線を引 い た場合に 、 配偶者の 選 択条件の 主な クラ
ス ターとして 5 つ の クラ ス ターを分 類する こ とが出来る 。 すなわ ち、  5の 「顔立 ち・容貌」 と
6 の 「身長 ・ス タイル 」 とい う条件か らなる外観 クラス ター （項 目間 の 距 離が最 も近 くて 0．147
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で ある）、   4 の 「収 入 」 と 7 の 「職業」、お よ び 9 の 「将来性 」 と い う条件か らな る職業人 クラ
ス ター （融合 した クラス ター問の 距離が 0．555）、   8 の 「学歴 」、16の 「寥柄 （相 手の 家柄 ）」、
お よび 17の 「財産 （相手 の 家の 財産）」 とい う条件か らなる ク ラス ター （融合 した クラ ス ター間
の 距離が O．742）、  12の 「趣 味 の 一致 」 と15の 「価値観 の 類似 」 と い う条件か らな るクラ ス ター
（0．775）、 そ して   1 の 「性格 」 と 2 の 「愛情 」 とい う条件か らな る人間性 クラス ター （O．944）
に分類す るこ とが出来る 。
4　 結 論
　以上の ように 、現代 の 女子短大生 の 結婚観 と くに配偶者 の 選択条件に つ い て、多変量解析法
などを用 い た分 析を行 っ て詳細 に論 じて きた が 、次の よ うな こ とが 解明出来た 。
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1　 現代 の 女子短大生 は恋愛結婚 を希望す る人が約 6割を占め 、 恋愛で も見合 い で もど ち ら
　　で もよい とい う人が 約 3分 の 1で あり、は っ きりと見合 い 結婚 を希望 する人 はほ とん ど い
　　ない 。そ して、結婚するつ も りが な い とい う人は ほ とん ど い な い 。
2　 配偶者の 選択条件に 関して重視する人の 比率が 最 も高 い の は 、 「愛情」 と い う条件で あ り、
　　そ の 比率が 98，8％ と100％に近 い 。 2番 目は 「性格 」 と い う条件 で あ り重視 する人 の 比率が
　 98．7％ と 「愛情ll とほ とん どか わ らずに非常に高 い 。
3　 3番 目に重視す る人 の比率が高い 条件は 「健康 」 で あ り、96．8％の 人 が重視して い る 。
　　「愛情 と 「性格」 お よび 「健康 」 は、ほ とん ど の 人が重視 して い る 。 した が っ て、仮説 の 1
　 が証明 された とい える。
4． 4 番 目が 「収入」 で あ り、90％弱の 87．9％の 人が相手の 収入 とい う条件を重視 して い る 。
　　したが っ て 、 仮説の 2が 証明 された とい える。
5．　 5 番 目が 「将来性 （相手の 将来性）」 （84．7％） で、 6番 目が 「両親 の 賛成 」 で あ り、80
　 ％弱 の 79．6％の 人が 両親の 賛成 とい う条件 を重視 して い る。 した が っ て、仮説の 3が証明
　　された とい える。
6，　 7番 目が 「頭 の 良 さ」 （77．3％）、 8 番 目が 「職 業」 （75．5％）、 9番 目が 「価値観の 類似」
　　（71．8％）、そして 10番 目が 「身長 ・ス タイル 」 （62，6％）で あ為。
7． 「家柄 （相手の 家柄）」 や 「財産 （相手の 家 の 財産〉」 は あま り重視 されず、「家柄」 を重
　 視 しな い 人が 約64％ 、 「財産 」を重視 しな い 人が約 77％ もい る 。 したが っ て 、 仮説の 4 が証
　 明 され た と い える 。
8． 19の 選択条件 の 中で最 も重視 され て い な い 条件 は、「宗教 の 一致 」と い う条件で あ り、約
　 18％ の 人 しか 重視 して い ない 。 した が っ て 、 仮 説 の 5が証 明された と い える 。
9． 異性の 友人 と くに 「結婚 を前提 と して付 き合 っ て い る友 人や 恋人 が い る」 人は、それ以
　 外の 人 と比 べ て重視す る条件に差が 見 られ、「愛情」 とい う条件 を 「非常 に重視 する」 人の
　 比率が 非常 に高 く、それ 以外の 人 と 比 べ て もか な り高い 。 さらに 「性的魅力」 と い う条件
　 を重視す る程度が それ以外の 人 と比 べ て高 い 。 した が っ て仮説の 6が証明 され た と い える 。
10．　こ の ような配 偶者の 選択条件 に 関す る女子の 短大生の 考 えを奥深 く精緻に分 析する た め
　 に、数 量化理論 III類や クラス タ
ー分 析 などの 多変量解析法 を用 い て分析 した。そ の結果、
　 19の 選 択条件 の 中で い くつ か の 主要 クラス ター （群）を分 析する こ とが 出来た 。 すなわち、
　   厂顔 立ち・容貌 」 と 「身長 ・ス タイル 」 とい う条件か らなる外観 ク ラス ター 、   「収入 」、
　　
「職業 」、お よび 「将 来性 」 と い う条件か らなる職 業人ク ラス ター、  「性格 」 と 「愛情 」
　 と い う条件か らなる人 間性 クラ ス ターで ある 。
11． こ の よ うな配偶者の 選択条件の 中の クラス ターの 中で 最 も重視 され て い る の が 人間性 ク
　 ラス ターで あ り、 2番 目に 重視 され て い る の が職業人 クラス ターで ある。
12． 選 択条件の 中の 人間性 ク ラ ス ターと外観 クラス ターは対照 的で異質で ある こ とが 明 らか
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　　に な っ た 。 また、「性格 」 と 「愛情」 とい う条件は、「財産 （相手の 家の 財産）」 条件とは対
　　照 的で異質で ある こ とが明 らか とな っ た 。
　今後 の研究課題 は、以上の よ うに解明で きた こ とをよ り掘 り下げ、今 回の 調査研 究で 調べ ら
れ なか っ た項 目な どを含む よ り大規模な調査研 究をして い くこ とで ある 。
　最後に な りまし た が 、 今 回 の 調査研究で は 、多 くの 方 々 に 一方な らずお世話 になりました。紙
幅 の 関係上お名前 を挙げる こ とが 出来ませ ん が、こ こ で 感謝の 気持 ちを持 っ て拙稿 を結び ます。
注
（1＞ 厚生 省 『昭 和 62年 人 口 動 態 統 計』 1988年。1987年 の 女性 の 平 均 初婚 年 齢 は25．7歳、男 性 の 平 均 初 婚年 齢
　　 は28．4歳 で ある。
（2） 総理府広報室 『女性 に 関す る世論調査 』 1987
（3） 文 部省調 査 統 計課 『文 部 統 計 要 覧 昭 和 63年 版 』 第一法規、1988。
（4） ウォード法 は、2 つ の クラ ス ターを融 合 して 1つ の ク ラ ス ターを作 る場合 に、ク ラス タ のー 融合 に よ る平
　　方和 の 増分 △Spq が最 も小さい クラス ター （p）と クラ ス ター （q）を融合しようとす る方法で ある 。
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